
世界からも注目されている【紀伊山地の霊場と参詣道】 

を「学び」「歩き」「守り」地元に誇りをもちませんか 

令和８年 6 月 15 日(月)～ 

7 月 10 日(金)（必着） 

募集期間 

和歌山県世界遺産協議会 

和歌山県世界遺産協議会 
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申込先  〒647-1731 和歌山県田辺市本宮町本宮 100-1 和歌山県世界遺産センター内 

和歌山県世界遺産協議会事務局 担当 土永（どえい）  

TEL 0735-42-1044  FAX 0735-42-1560 e-mail: doei_t0001@pref.wakayama.lg.jp 

令和８年度「次世代育成事業」募集要項 
 

１ 趣旨 

郷土が誇る世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の顕著な普遍的価値を次世代へと確実に引き継ぐため、本

事業を実施する。本事業は、世界遺産の本質を深く理解し、現代社会においていかに価値を活かしていくかを

主体的に考える「次世代の担い手」の育成を目的とする。実施にあたっては、当協議会が実施する本事業の主

旨を主眼において年間の指導計画に位置付けること、学習成果の報告書（展示に供する事のできる成果物を含

む。）を令和９年１月末（予定）までに提出することができることを申込みの条件とします。 

 

２ 事業主体 

  和歌山県世界遺産協議会 【会長 和歌山県知事】 

 

３ 事業概要 

  世界遺産についての机上学習「世界遺産講座」と、「参詣道ウォーク」や「道普請」等の現地学習を実施し

ます。学習を通して世界遺産の本質的な価値を知り、活用と保全について考え、広く周知する目的を持った学

校の参加を期待しています。今年度は、世界遺産の周知、価値、活用、保全をテーマとして学習に取り組む学

校を募集します。 

 

４ 事業対象者 

県内の小学校５・６年、中学校、高等学校、特別支援学校の児童・生徒 

 

５ 募集予定人員 

学校単位で募集し、各校５０名程度まで 

６  参加費用   

原則無料。学校から現地学習現場まで、往復の借り上げバス１台分の費用

を和歌山県世界遺産協議会で負担いたします。但し、バスを２台以上利用す

る場合、２台目以降にかかる経費は学校側の負担になりますのでご注意くだ

さい。 

７  実施予定期間        

令和８年９月～ 令和８年１２月（ただし、土曜日、日曜日、祝日は除く） 

＊ 高野地域での実施は、安全面を考慮して 12 月上旬までとさせていただきます。 

＊ 実施日については、選考後に調整いたします。 

８  募集期間             
令和８年６月 15日(月)～ 7月 10日（金）（期限厳守） 

 

９ 申込方法 

  参加希望校は、所定の「申込用紙」に必要事項を記入の上、募集期間内に下記あてまでメールでお申し込み

下さい。和歌山県世界遺産センターHP よりデータをダウンロードしてお願いします。受付後、世界遺産セン

ターより受付受理した旨の連絡を差し上げます。連絡がない場合は一報ください。 

実施校数は 20 校程度とし、申込多数の場合は、選考の上、実施校を決定いたします。実施決定校には、決定

通知書とともに実施要項、希望日調査書等を送付いたします。決定通知書は７月下旬までに送付する予定です。 

 

 

 

 

１０ その他 

＊ 実施後に「実施報告書」の提出、「学習成果の報告（展示に供する事のできる成果物の提出）」を必須

とします。提出された報告書は同意を得た上で和歌山県世界遺産センターHP に掲載します。 

＊ 実施日に県内で気象警報の発令が予想される場合は、前日までに相談し、開催の可否を決定します。 

周知 どこにどのような世界遺産

があるのか知っていること、

知られていること。 

価値 それらがどれほどの価値が

あるのか。 

活用 どのように活用されている

のか、活用されるべきなのか 

保全 どのような方法で保全され

ているのか、将来的にどのよ

うに保全していくべきなの

か。 



 

学習内容 

 

① 世界遺産講座 [約１時間]（必須） 

   世界遺産の意義や価値について、国内外の世界遺産や「紀伊山地の霊場と参詣道」の映像や資料を通して、

基礎的な学習を行います。参詣道ウォーク実施前に行うことを基本とします。 

② 参詣道ウォーク ［１時間～３時間程度］ 

世界遺産マスターの案内で熊野参詣道、高野参詣道を歩きながら、参詣道の魅力や文化的景観について学

びます。上記のコースから選択してもらいます。 

（荒天の場合） 

【熊野地域】熊野本宮大社や大斎原を巡ります。【高野地域】高野山霊宝館を見学します。［１時間程度］ 

  【大辺路地域】要相談 

③ 参詣道保全活動（道普請、清掃） [45 分～１時間]  

参詣道への土入れや側溝・横断溝の清掃などを行います。 

＊ 土入れの場合は、最低 15 名の参加を必須とし、熊野エリアで実施とします。 

＊ 側溝・横断溝の清掃の場合は、全エリアでの実施可能です。 

上記表の所要時間はあくまでも目安です。天候、休憩、昼食、保全活動の有無等により変わってきます。

現地学習場所は、コースによってウォーキング程度からトレッキング程度と様々です。参加する児童生徒の

人数、年齢等を勘案の上、お選びください。また、参詣道ウォークと道普請の両方を希望される場合は帰校

時間が遅くなる場合がありますので、予めご了承ください。大辺路地域での実施についてはジオパークに関

する学習も盛り込むことができますのでご相談ください。 

 

※実施校に選ばれた後は、担当のヒアリング（zoom）をしてから行程等を決定する場合もありますのでご了知

ください 

区分 No. 参詣道ウォーク   コース（距離、所要時間の目安 ） 

熊
野
地
域 

１ 発心門王子～熊野本宮大社               （約 8km,180 分） 

2  伏拝王子跡～熊野本宮大社                    （約 4.2km,120 分） 

3 三軒茶屋跡～熊野本宮大社                    （約 2.9 ㎞,90 分） 

4 三軒茶屋跡～熊野本宮大社～大斎原           （約 4 ㎞,120 分） 

5 大門坂～熊野那智大社・那智山青岸渡寺～那智大滝     （約 2.5km,120 分） 

6 滝尻王子跡～高原熊野神社～栗栖川バス停       （約 3.7km,180 分） 

７ 熊野速玉大社～神倉神社、高野坂           （約 7 ㎞,180 分） 

高
野
地
域 

7 壇上伽藍～金剛峯寺、（霊宝館）            （約 1km,140 分） 

8 一の橋～弘法大師御廟                （約 2km,120 分） 

9 町石道（ウォーク）、壇上伽藍～金剛峯寺           （約 3 ㎞,150 分） 

10 女人道（ウォーク）、壇上伽藍～金剛峯寺         （約 3km,150 分） 

11 慈尊院～丹生都比売神社               （約 6km,180 分） 

大辺路地域 12 安居の渡し、長井坂（タオの峠）など 詳細については学校と調整 ※ 

 13 参加校の地元地域に特化したコース（詳細については学校と調整） 



 

学習日程の例 

 

【行程表の例】 

（例 №2 の場合） 

９：００ 学校発 

１０：３０ 和歌山県世界遺産センター（着） 

          参詣道ウォーク   

１１：３０  昼食（移動）           

１２：３０ 道普請 

１３：３０ 参詣道ウォーク 

１４：３０ 和歌山県世界遺産センター(発) 

１６：００ 学校着 

 

（例 №5 の場合） 

９：００ 学校発 

１０：３０ 大門坂駐車場（着） 

          大門坂、熊野那智大社   

１１：４５  昼食           

１２：４５ 青岸渡寺、那智大滝 

１３：４５ 那智の大滝駐車場（発） 

１５：１５ 学校着 

 

（例 №9 の場合） 

８：３０ 学校発 

１０：００ 町石道（着） 

          参詣道ウォーク   

１１：４５  昼食（移動）           

１２：４５ 壇上伽藍、金剛峯寺 

１４：１５ 金剛峯寺前バス停（発） 

１５：４５ 学校着 

 

（例 №12 の場合） 

 

９：００  学校発 

１０：００  安居の渡し  （着） 

１０：３０  参詣道ウォーク（仏坂）   

１２：００  昼食（移動）           

１３：００ 地主神社・すさみ線香水車見学 

１４：００ すさみ線香水車前（発） 

１５：００ 学校着 

 

上記は一例ですので他にもコースは考えられます。詳細に関しましては和歌山県世界遺産センターHP の次世

代育成事業ページから事業の概要、実施例、実施の様子、動画をご覧いただけます。 

「和歌山県世界遺産センター 次世代育成事業」と検索いただくか、QR コードを 

読み込んでください。 

 

※選考に関する注意点 

 今年度の本事業では、「周知」「価値」「活用」「保全」をテーマとしています。 

この４つのテーマのいずれか、もしくは複数における探求を追及し、成果物の作成までの作業をお願いいたしま

す。 

令和 8 年度次世代育成事業申込書に記載していただく①実践研究の概要・テーマ、②応募動機と育てたい生徒

像、③学習計画、がテーマに沿って考えられているかが、選考する際の評価項目となりますので簡潔にまとめて

記入してください。 

  

                                                                                                                                                        


